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＊講 師＊ 作家 太田治子
＊開講日＊ 第1土曜日 13：30～15：00
＊受講料＊ 6ヵ月（6回）分 18,300円＋税
＊持ち物＊ 筆記用具

―小説家と芸術家の愛―

小説家と芸術家とは不思議なつながりがあります。大岡昇平のように絵を嗜む
小説家もいれば、三島由紀夫のように舞台に情熱を注いだ小説家もいます。こ
こでは、そうした芸術家たちの心の結び付きについてお話ししたいと思います。
１０月から始まる６カ月講座です。

「マネと大岡昇平」

「カラヴァッジョとその恋人」

「岸田劉生と娘麗子」

「川端康成と三島由紀夫」（１月分）

「岡本かの子と岡本太郎」（２月分）

「トルストイと武者小路実篤」

【講師プロフィール】太田治子（おおたはるこ）
神奈川県小田原市生まれ。明治学院大学英文科卒。1976～79年、NHK「日曜美術館」の司会アシスタント
を務める。86年、『心映えの記』で坪田穣治文学賞受賞。主な著書に『母の万年筆』『私のヨーロッパ美術紀
行』『絵の中の人生』『万里子の色鉛筆』『青い絵葉書』『恋する手』『夢さめみれば』『星はらはらと』など。

*１月４日は休講日のため１月分授業日は２月１日、２月分授業日は２月２９日です。


